かくべ つ しちょう 

一 平 一 つ は 外国からの 格別 新しい 思潮が 入らな く 

いきお い 

なった 勢 も あり はしない か。 

かの子 ここの 所 一寸そう いう 風な 状態です ね。 極く 

せんさい ひろいもの 

繊細な 感覚的な 拾 物 程度の もの は 一 部の 人の 中に 

入って 来て はいるけ ど。 

一 平 だから 今 じ やむ しろ 一 般の 女性の 外形 上の 言語 

ひそう あたら み 

や 服装 等の 上に は 皮相な 新 し 味 は 非常に あるけ ど、 

内容 は 昔の ものが 地べたに ならされた だけの もので 外 

ほど おい 

形 程の 新し 味が 内容に 於て は カル チべ ー ド されて いな 

ヽ 03。 

レ 才 

かの子 一面から 一が えば 非常に もの 分りの いい 新鮮ら 



せんぱく ある 

質的な 真面目な 熱情 や 感情が 浅薄 です。 或 種の 文学 少 

女な どこと に。 

一平 それ は 僕 も 同感 だね。 所で 西洋の 文学 上で 近 

代 的な 女と いうの は どんな だい。 それ 何とかい う 

西班牙の 無政府主義者の 女ね。 あれなん かどう だい。 

かの子 ポ— ル. モ— ランの 「カタ 口 ォニュ の 夜」 の 

中に 現われる ル メジ ォスで すか。 

一平 あれ だってつ まり、 内容 は ッラデ イシ ョナル な 

女の 上に 近代の 主義 主張 を かぶせた 種類の 女 を 発見し 

ただけ なんだ ね。 

あかぬけ 

かの子 いえ、 あれ は 非常に 垢 抜した 女 だと 思います 
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